	 (
重心を構成する原子団の数
)//COM
3
 (
上で指定した数だけ、各行で原子団を指定する。原子の指定は、原子の種類または原子の通し番号で与える。
10:13
は、
10, 11, 12, 13
のこと。
)OW
2 5 8
10:13
 (
かけるバイアス・ポテンシャルの数
)

 (
上で指定した数だけ、各行でバイアスを指定する。
 
)//BIAS
2      
2   1 2   PARABOLIC  1 
2   1 3   PARABOLIC  1 

 (
3
列目：ポテンシャル関数の種類。
 
) (
2
列目：関係する
COM
の通し番号で、
//COM
で指定した順にふられた番号を使う。
1
列目で指定した数だけ並ぶ。
) (
1
列目：バイアス関数に関わる
COM
の数
)



 (
4
列目：ポテンシャル関数ごとに
//PARAMETER
で指定されるバラメータ・セットの通し番号。同じ種類のポテンシャル関数が
2
つ以上のパラメータ・セットをもつときに区別する。
)


 (
ポテンシャル関数の種類
)
//PARAMETER
 (
上の種類で指定するパラメータ・セットの数
)LORENTZIAN
1
 (
パラメータ・セット。空白で区切る。
)0.0d0 40.0d0

 (
2
番目のポテンシャル関数の種類とパラメータ・セット。フォーマットは上と同じ。
)PARABOLIC
2
1.2d-10
1.2d-10



